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令 和 4 年 2 月 9 日 

保 健 所  保 健 予 防 課 

 

久留米市内のおける新型コロナウイルスの感染状況について 

 

１．陽性者数の状況 

  〇感染力が極めて強いオミクロン株の影響により、連日 200～300 名の陽性者数を

記録するなど、感染爆発状態が続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２．感染分析 

（１）第 5波と第 6波の感染者数の推移 

 〇オミクロン株の特性により、第 6波は感染スピードが相当速い。なお、感染者数は

高止まりの状況となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●1 月以降陽性者累計：4,556 名 

●1 日最大陽性者数：325 名（2/9） 

●1 日最大検査数：1,978 件（1/28） 

▲第 5 波（7/19～10/3） 

■第 6 波（1/3～/2/6） 

 

【1/24～1/30】 

【1/31～2/6】 



（２）年代別の状況 

  【1 月 1 日～2月 6 日 久留米市民：3,898 名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．陽性者の療養等の状況 

（１）市内のコロナ病床の状況 

 〇１月下旬から高齢の陽性者が増加しており、介護度の高い入院患者が急増し、コロ

ナ病床使用率が高まっている。 

〇市内のコロナ病床使用率が 50％を超えている中、介護度の高い入院患者のケア等に

伴い、入院病床に係る看護師等のマンパワーが逼迫している。 

〇高齢者の入院は長引く傾向にあり、今後、更に病床使用率が上昇する懸念がある。 

〇入院受入れの逼迫状況から、即時の入院調整が困難であり、一般の医療機関や高齢

者施設等へ陽性者を留め置くケースが複数発生している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）宿泊療養の状況 

 〇福岡県が管轄している宿泊療養施設は、県内 11 箇所のうち、市内２箇所で稼働して

おり、現在 90 名程度が療養している。 

 

〇20 代が最も多いが、10 代以下も 3 割を占

めるなど、若年層の感染割合が高い。 

〇60 代や 70 代以上の高齢層は、低い割合と

なっているが、徐々に増え始めている。 



（３）自宅療養者の状況 

〇感染力の極めて強いオミクロン株の影響により、家庭内感染が広がっており、自宅療

養者数は、2,000 名を超えている。 

〇自宅療養者の方に対しては、日々の健康観察や配食等の支援を行っているが、そこに

係る業務負荷が増大している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




